










要約 

児娩出直前 5回に渡る陣痛発作期および,陣痛間欠期における胎児心拍数(HR),Rong Te-rm 

Variability(LTV),Short Te-rm Variability(STV)の変化を検討した。 

HR は陣痛期,間欠期ともに大きな変化は示さなかった。 

LTV と STV は児の娩出が近づくにつれ,陣痛期,間欠期ともに上昇した。特に陣痛期におけ

る LTV の増加は著明であった。 

出生後の臍帯動脈血とHR,LTV,STVの関係では,PC02の上昇によりLTV,STVともに増加した

。また P02 の低下でも同様の変化がうかがわれた。HR については特徴的な変化はみられな

かった｡ 


